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主
教　

ア
ン
デ
レ
　
中
　
村
　
　
　
豊
　

あ
な
た
が
た
へ
の
し
る
し

あ
な
た
が
た
へ
の
し
る
し

　

初
め
て
私
が
ホ
ワ
イ
ト
ク
リ
ス

マ
ス
を
体
験
し
た
の
は
、
ロ
ン
ド

ン
北
、
ス
タ
ン
モ
ア
と
い
う
と
こ

ろ
で
し
た
。
相
当
昔
の
話
で
す
。

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
の
夕
方
、突
然
、

雪
が
降
り
始
め
、
深
夜
礼
拝
が
行

わ
れ
る
頃
に
は
三
十
セ
ン
チ
ぐ
ら

い
の
積
雪
と
な
り
ま
し
た
。
牧
師

館
の
ド
ア
を
開
け
、
そ
こ
か
ら
見

た
聖
ロ
ー
レ
ン
ス
教
会
を
眺
め
ま

す
と
、
そ
れ
は
、
子
ど
も
の
頃
に

夢
で
描
い
た
の
と
同
じ
も
の
で
し

た
。

　

教
会
の
ク
リ
ス
マ
ス
行
事
が
す

べ
て
終
わ
り
、「
ボ
ク
シ
ン
グ
・

デ
ー
」と
よ
ぶ
二
十
六
日
の
祝
日
、

聖
ロ
ー
レ
ン
ス
教
会
の
牧
師
が
私

を
ロ
ン
ド
ン
動
物
園
に
連
れ
て
行

っ
て
く
れ

る
と
い
う

こ
と
で

す
。
家
族

全
員
が
車

に
乗
り
込

み
動
き
出

し
ま
し
た

が
、
道
路

に
は
相
当

雪
が
積
も

っ
て
お
り
、
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し

な
が
ら
交
差
点
に
さ
し
か
か
っ
た

と
こ
ろ
、
突
然
、
左
方
向
か
ら
速

度
を
下
げ
ず
に
車
が
突
っ
込
ん
で

き
て
、
私
た
ち
の
車
の
左
側
前
方

に
ぶ
つ
か
り
ま
し
た
。
車
が
右
に

急
回
転
し
た
と
こ
ろ
で
、
私
の
記

憶
は
途
絶
え
ま
し
た
。
数
秒
た
っ

て
意
識
が
戻
り
、
前
方
を
見
ま
す

と
、
車
の
ボ
ン
ネ
ッ
ト
が
ま
く
れ

上
が
っ
て
ラ
ジ
エ
タ
ー
が
壊
れ
、

そ
こ
か
ら
水
蒸
気
が
吹
き
上
が
っ

て
お
り
ま
し
た
。
ど
こ
で
頭
を
打

っ
た
の
か
、
た
ん
こ
ぶ
が
で
き
た

以
外
に
、
異
常
は
見
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
。
同
乗
者
も
さ
し
た
る
怪
我

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
一
安

心
し
、
動
物
園
を
あ
き
ら
め
、
私

た
ち
は
と
ぼ
と
ぼ
と
歩
き
な
が
ら

牧
師
館
ま
で
引
き
返
し
ま
し
た
。

相
手
の
右
パ
ン
チ
が
見
事
、
左
顔

面
に
ヒ
ッ
ト
し
て
、
回
転
し
な
が

ら
倒
れ
て
し
ま
っ
た
と
形
容
で
き

る
出
来
事
が
ボ
ク
シ
ン
グ
・
デ
ー

に
お
こ
り
ま
し
た
。

　

本
当
の
こ
と
を
い
え
ば
、
こ
の

日
は
拳
闘
の
ボ
ク
シ
ン
グ
と
は
何

ら
関
係
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ボ
ク
シ

ン
グ
の
ボ
ッ
ク
ス
は
箱
を
意
味

し
、
そ
の
な
か
に
貯
め
た
お
金
を

困
っ
て
い
る
人
た
ち
に
差
し
上
げ

る
日
で
あ
っ
た
の
で
す
。

　

年
末
、
神
戸
大
丸
の
正
面
玄
関

前
に
は
、「
社
会
鍋
」が
置
か
れ
、救

世
軍
の
人
た
ち
が
道
行
く
人
た
ち

に
献
金
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

「
社
会
鍋
」は
元
「々C

hristm
as 

K
ettle

（
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ト
ル
）」

と
よ
ば
れ
、
十
九
世
紀
後
半
、
不

景
気
に
見
舞
わ
れ
た
ア
メ
リ
カ
の

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
開
始
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　

イ
エ
ス
が
生
ま
れ
た
時
、
星
の

し
る
し
を
見
て
東
の
国
か
ら
は
る

ば
る
砂
漠
を
越
え
て
や
っ
て
き
た

占
星
術
の
学
者
た
ち
は
、
黄
金
、

乳
香
、
没
薬
を
献
げ
ま
し
た
。
ベ

ツ
レ
ヘ
ム
郊
外
で
夜
、
羊
の
番
を

し
て
い
た
羊
飼
い
は
、
天
使
の
み

告
げ
に
よ
っ
て
家
畜
小
屋
を
探
し

当
て
、
誕
生
を
祝
福
し
ま
し
た
。

占
星
術
の
学
者
と
羊
飼
い
は
、
職

業
や
社
会
的
地
位
が
全
く
異
な
り

ま
す
。
占
星
術
の
学
者
は
、
お
金

持
ち
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
一
方
、
羊
飼
い
た
ち
は
誕
生

日
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て
、
野
原
で

天
使
た
ち
が
現
れ
て
か
ら
誕
生
の

場
所
に
至
る
ま
で
の
物
語
を
マ
リ

ア
と
ヨ
セ
フ
に
語
り
ま
し
た
。
両

者
に
共
通
す
る
点
は
、
イ
エ
ス
を

産
ん
だ
マ
リ
ア
、
ヨ
セ
フ
と
は
初

対
面
で
あ
っ
た
こ
と
で
す
。

　

様
々
な
理
由
で
、
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
買
う
お
金
の
な
い
人
た
ち
、
誰

か
ら
も
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
貰
え
な
い

人
た
ち
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
あ
げ
る

相
手
が
い
な
い
人
た
ち
は
、
ど
の

よ
う
な
思
い
で
ク
リ
ス
マ
ス
を
過

ご
す
の
で
し
ょ
う
か
。
占
星
術
の

学
者
が
見
た
、
輝
く
星
に
象
徴
さ

れ
る
自
然
現
象
と
か
、
天
使
が
羊

飼
い
の
心
に
訴
え
か
け
て
き
た
そ

の
声
は
、
困
窮
下
に
あ
る
人
た
ち

が
発
す
る
し
る
し
と
し
て
捕
ら
え

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
サ
イ

ン
を
憐
れ
み
の
心
で
し
っ
か
り
と

受
け
と
め
、
そ
の
人
た
ち
と
共
に

在
る
こ
と
を
通
し
て
、
神
が
望
む

平
和
が
実
現
す
る
の
で
す
。

「
地
に
は
平
和
、
御
心
に
適
う
人

に
あ
れ
」（
ル
カ
二
章
一
四
節
）

（
神
戸
教
区
主
教
）

ボ
ク
シ
ン
グ
の
日
っ
て
何

共
に
あ
る
喜
び

執事　リチャード　池　澤　隆　輝

「羊飼いの礼拝」ブロンズィーノ作

　今年もクリスマスがやってきま
す。サンタクロースなんてとっく
に忘れてしまったという人にも、
クリスマスといえば、「プレゼン
ト」「ケーキ」「ツリー」といっ
た、心が楽しくなるイメージが浮
かんでくるでしょう。サンタクロ
ースはもう、いなくなってしまっ
たかもしれませんが、今では、恋
人がサンタクロースになり、ある
いは、こんどは自分がサンタクロ
ースになって、子どもたちや大切
な人に夢や喜びを与える立場にな
っている人も多いことでしょう。
あるいはそんな自分にとって、家
族の存在がなによりのプレゼント
であるかもしれません。姿を変え、
かたちを変えて、サンタクロース
は今も、わたしたちの身近に生き
ています。

コカ・コーラの戦略?!
　そんなサンタクロースのルーツ
は、北欧のフィンランドと言われ
ています。トナカイに曳かれてソ
リに乗る姿が、北欧の先住民の生
活に似ていたようです。けれど、
あの赤い服、ソリとトナカイとい
った姿そのものは、アメリカで生
まれたものだそうで、北欧という
出身がむしろ後付けとか。赤い服
については、コカ・コーラ社が自
社の企業イメージを広めるために、
サンタクロースに着せたという都
市伝説まであります。サンタクロ

ースのモデルは、ニコラスという
聖人ですが、この聖人を祝う習慣
をアメリカに持ち込んだのはオラ
ンダ移民だったそうです。そして、
聖ニコラス自身は、今はイスラム
国家となっているトルコに生きて
いた聖人です。トルコ出身の聖人
が、全ヨーロッパで祝われていた
のが、宗教改革で廃れ、どういう
わけかプロテスタントのオランダ
でお祭りが残り、アメリカに伝わ
った後、どういうわけか赤い服を
着て、ソリに乗ってトナカイを従
えるようになったというわけです。

聖ニコラスが、貧しく奴隷として
売られそうになった姉妹を救うた
めに、姉妹の家にこっそり銀貨を
投げ入れたのは本当です。伝承が
伝わるなかで、銀貨はプレゼント
となり、プレゼントは親から子へ、
特にヨーロッパでは子からも親へ
贈り合うものへと変わり、アメリ
カに至って国民の年間消費活動の
4分の1を占めるまでになる、一
大商業習慣へと変貌しました。

わたしたちのクリスマス
　さて、わたしたちの日本はどう
でしょう。クリスマスはキリスト

のご降誕をお祝いするお祭りです
から、ヨーロッパではイエス、マ
リア、ヨセフの聖家族にならって、
家族でつつましくお迎えするのが
一般的ですが、日本では恋人と過
ごす季節となり、クリスマスまで
に彼女・彼氏ができるかどうかが
若い人びとの関心事となっていな
いでしょうか。もちろん、日本に
は日本の受容のしかたがあってい
いと思います。「クリスマス」
「ケーキ」「ツリー」この言葉で、
日本人のわたしたちの心も嬉しく
なってきて、踊るような気持ちに
なれるには違いありません。そこ
にたとえキリストがいなくても。
けれど、クリスマスを教会で過ご
すわたしの実感では、イヴの晩の
教会にカップルで礼拝に来ている
人は少なからずいます。将来のマ
リアとヨセフが、はじめて踏み入
れる教会のイヴ礼拝で、どんなメ
ッセージを受け取って帰っていく
のか。その背中を見つめながら、
わたしもこの夜、わたしたちの住
む世界に小さな子どもの姿で宿ら
れたイエス様を思い浮かべます。
このイエス様こそ、神である父が
わたしたちにくださる、最高のプ
レゼントです。願わくば、このプ
レゼントが、もっとも冷たく寂し
い心を抱える人びとへ届くように
祈りながら。
（神戸国際大学附属高等学校

チャプレン）

クリスマス ～人がサンタクロースになる日～

主な訪問先：ワルシャワ、クラクフ、チェンストホーヴァ、
　　　　　　アウシュヴィッツ、ザコバネ、ヴァドヴィーツェ など
費用の目安：約298,000円
　　　　　　　（二人部屋、燃油付加運賃、各国空港施設使用料、空港税含む）
団　　　長：池長　潤　カトリック大司教
副　団　長：中村　豊　主教

神戸バイブルハウス主催

ポーランド巡礼の旅 10日間
聖ヨハネ･パウロ2世のふるさとを訪ねる旅

参加者募集

2015年5月11日（月）～20日（水）　定員80人

神戸バイブルハウス TEL 078-252-1966

どうぞ、教会のクリスマスへお越しください。

問い合わせ
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山
諸
聖
徒
教
会
で
「
あ
し
な
が
東
日

本
大
震
災
遺
児
支
援
」
の
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
た
。

出
演
者
は
、
当
教
会
員
の
眞
田
真
理

絵
さ
ん
、
そ
し
て
、
中
桐
直
子
さ
ん
、

山
口
あ
け
み
さ
ん
、
行
武
宏
波
さ
ん
、

福
山
ス
ガ
ナ
ミ
楽
器
ゴ
ス
ペ
ル
グ

ル
ー
プ
、
な
み
☆
ゆ
り
。
約
１
４
０

名
の
方
々
が
集
ま
り
、
感
動
し
た
と

い
う
声
を
た
く
さ
ん
頂
き
、
盛
況
の

下
に
終
了
し
た
。

　

10
月
11
日
（
土
）、
呉
信
愛
教
会

で
広
島
伝
道
区
会
が
開
催
さ
れ
た
。

ま
た
伝
道
区
会
後
、
教
区
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
委
員
会
の
吉
谷
か
お
る
委
員
を

お
招
き
し
て
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止

研
修
会
が
行
わ
れ
た
。
様
々
な
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
、
ま
た
そ
れ
ら

の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
ど
の
よ
う
に
発

生
し
て
い
る
か
の
事
例
を
聞
き
な
が

ら
、
研
修
を
受
け
た
。
参
加
者
全
員

が
教
会
内
外
に
お
い
て
避
け
て
は
通

れ
な
い
こ
と
と
し
て
心
に
留
め
る
こ

と
が
で
き
た
。

◎
伝
道
区
信
徒
修
養
会

　

10
月
18
日
（
土
）
〜
19
日
（
日
）、

大
山
シ
ー
ハ
イ
ル
及
び
米
子
聖
ニ
コ

ラ
ス
教
会
で
山
陰
伝
道
区
信
徒
修
養

会
が
開
催
さ
れ
た
。
講
師
に
沖
縄
教

区
の
上
原
榮
正
主
教
を
お
迎
え
し
て
、

「
若
者
た
ち
へ
の
宣
教
並
び
に
各
家

庭
で
の
信
仰
の
継
承
」
の
テ
ー
マ
に

つ
い
て
講
話
を
聞
い
た
。
上
原
主
教

は
講
話
で
「
今
回
の
テ
ー
マ
は
全
て

の
教
会
の
課
題
で
あ
り
、
ま
ず
は
自

分
自
身
が
神
様
と
の
関
係
を
し
っ
か

り
持
つ
こ
と
、
そ
し
て
各
家
庭
で
も

祈
り
や
聖
書
を
共
に
読
む
こ
と
に

よ
っ
て
信
仰
を
継
承
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
い
か
」
と
自
ら
の
体

験
を
基
に
話
さ
れ
た
。
参
加
者
は
35

名
。

◎
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

　

10
月
25
日
（
土
）
15
時
か
ら
神
戸

聖
ミ
カ
エ
ル
大
聖
堂
で
パ
イ
プ
オ
ル

ガ
ン
奉
献
１
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

が
開
催
さ
れ
た
。
当
日
は
天
候
に
も

恵
ま
れ
、
約
１
５
０
名
の
方
々
が
コ

ン
サ
ー
ト
に
訪
れ
た
。
演
奏
者
は
、

教
区
招
聘
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
の
井
原
由

紀
姉
と
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
原
田

亮
子
氏
。

　

大
聖
堂
の
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
が
設

置
さ
れ
て
ち
ょ
う
ど
１
年
。
イ
ギ
リ

ス
生
ま
れ
の
大
聖
堂
パ
イ
プ
オ
ル
ガ

ン
は
、
日
本
の
四
季
を
経
験
し
て
、

日
本
慣
れ
し
た
よ
う
で
、
素
晴
ら
し

い
音
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
う
こ
と
が

で
き
た
。

鳩
だ
よ
り

鳩
だ
よ
り
《
敬
称
略
》

祝
　
　
聖
　
　
婚

ご
　
　
逝
　
　
去

教
　
籍
　
移
　
動

瀬
戸
内
伝
道
区

広
島
伝
道
区

山
陰
伝
道
区

神
戸
伝
道
区

１日
３日
３日
５日
６日
６日
10日
11日
12日
12日
15日
15日
17日
18日
19日
22日
25日
27日
27日
27日

司 祭
司　祭
司 祭
司　祭
伝道師
司 祭
司　祭
宣教師
司 祭
宣教師
司　祭
司 祭
司　祭
宣教師
司　祭
司 祭
司　祭
執 事
司 祭
伝道師

ウィリアム　グ　レ　イ
パウロ　辻井　　亨

横田　金熊
ステパノ　福島国五郎
ルデア　武田　八重
ヨシュア　小南　晶一

オーガスチン　林　普佐夫
ジェシー　ヴォールズ
ヨハネ　信岡　修吉
ステラ　ダブルデー
ヨハネ　寺本　房吉

中野　忠治
ヨハネ　八代欽之允
エセル　ヒ ュ ー ス
ペテロ　宇野秀太郎

オーガスチン　小林　貞治
大原　辰三
秋田　温人
松田　真澄
今村　　幸

日時　2015年１月８日（木）午前10：30
場所　神戸聖ミカエル大聖堂
司式　主教　中村　　豊
説教　司祭　原田　佳城

1月の教区関係教役者　逝去記念聖餐式

＊１月の記念逝去教役者＊

10
月
4
日
（
土
）

　

ソ
フ
ィ
ー　

水　

野　

真
由
子

　
　
　
　
　
　

縫　
　
　

広　

樹

高
知
聖
パ
ウ
ロ
教
会

９
月
11
日
（
木
）

　

メ　
　

イ　

杉　

原　

や
す
の

岡
山
聖
オ
ー
ガ
ス
チ
ン
教
会

10
月
5
日
（
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９
月
21
日
（
日
）
14
時
よ
り
、
福

英
国
の
ア
ド
ヴ
ェ
ン
ト

　

キ
リ
ス
ト
教
に
は
教
会
暦
と
呼
ば

れ
る
カ
レ
ン
ダ
ー
が
あ
り
ま
す
が
、

今
年
は
十
一
月
三
十
日
か
ら
キ
リ
ス

ト
の
誕
生
を
待
ち
望
む
降
臨
節
・
ア

ド
ヴ
ェ
ン
ト
に
入
り
ま
す
。

　

英
国
で
は
ク
リ
ス
マ
ス
は
一
年
の

中
で
も
大
切
な
祝
日
で
、
か
な
り
早

い
時
期
か
ら
ク
リ
ス
マ
ス
へ
の
準
備

が
始
ま
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
英
国
の

伝
統
的
な
ア
ド
ヴ
ェ
ン
ト
の
過
ご
し

方
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
ク
リ
ス
マ
ス

に
向
け
て
の
食
事
の
準
備

で
す
。
ア
ド
ヴ
ェ
ン
ト
に

入
る
前
の
十
月
の
終
わ
り

頃
か
ら
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー

キ
を
作
り
始
め
ま
す
。
そ

し
て
、
出
来
上
が
っ
た
ケ

ー
キ
に
毎
日
曜
日
ご
と
に

穴
を
開
け
て
ブ
ラ
ン
デ
ー

な
ど
の
酒
類
を
注
ぎ
込
ん

で
染
み
込
ま
せ
て
い
き
ま

す
。
ク
リ
ス
マ
ス
前
に
は

時
間
を
か
け
て
メ
イ
ン
料

理
を
作
る
た
め
、
デ
ザ
ー
ト
類
は
早

め
に
作
る
必
要
が
あ
る
よ
う
で
す
。

そ
の
後
、
ア
ド
ヴ
ェ
ン
ト
前
週
の
日

曜
日
に
ク
リ
ス
マ
ス
・
プ
デ
ィ
ン
グ

を
作
り
ま
す
。
プ
デ
ィ
ン
グ
は
牛

乳
・
鶏
卵
・
砂
糖
を
主
材
料
と
し
、

香
料
を
加
え
て
型
に
入
れ
、
蒸
し
焼

き
に
し
た
菓
子
で
す
が
、
ビ
ー
ル
や

ウ
ィ
ス
キ
ー
を
注
い
だ
プ
デ
ィ
ン
グ

を
作
り
保
存
し
て
お
き
ま
す
。

　

ア
ド
ヴ
ェ
ン
ト
に
入
る
と
、
ク
リ

ス
マ
ス
ま
で
の
一
日
一
日
を
カ
ウ
ン

ト
し
て
い
け
る
よ
う
な
カ
レ
ン
ダ
ー

を
作
り
ま
す
。
昨
年
の
ア
ド
ヴ
ェ
ン

ト
で
は
教
会
の
日
曜
学
校
で
子
供
た

ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー
が
配
ら
れ
ま
し
た
。

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
付
き
の
も
の
で
、
毎

日
一
個
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
食
べ
な

が
ら
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
き
ま
す
。
そ

し
て
、
大
き
な
鶏
肉
の
準
備
。
鳥
の

お
腹
の
中
に
ハ
ー
ブ
や
ポ
テ
ト
を
詰

め
込
む
作
業
や
ブ
レ
ッ
ト
ソ
ー
ス
を

作
っ
た
り
、
ス
パ
イ
ス
の
効
い
た
赤

キ
ャ
ベ
ツ
料
理
の
準
備
を
し
ま
す
。

　

食
事
面
以
外
で
は
日
本
で
も
お
な

じ
み
の
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
で
す
。

ク
リ
ス
マ
ス
の
２
週
間
前
に

ツ
リ
ー
を
準
備
し
ま
す
。
ツ

リ
ー
の
た
め
の
木
を
販
売
し

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す

が
、
少
し
ず
つ
綺
麗
に
し
て

い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
ク
リ

ス
マ
ス
・
イ
ヴ
の
深
夜
、

「
キ
リ
ス
ト
は
こ
の
世
の

光
」
と
言
っ
て
ツ
リ
ー
に
灯

り
を
つ
け
る
の
が
本
来
の
や

り
方
だ
そ
う
で
す
。
ま
た
、

ア
ド
ヴ
ェ
ン
ト
の
間
、
食
卓

に
は
大
き
く
て
太
い
蝋
燭
を

置
き
ま
す
。
ア
ド
ヴ
ェ
ン
ト
の
期
間
、

毎
日
こ
の
蝋
燭
に
火
を
灯
し
、
少
し

ず
つ
減
っ
て
行
く
蝋
燭
を
見
つ
め
な

が
ら
、
ク
リ
ス
マ
ス
を
待
ち
望
む
の

で
す
。
英
国
の
ク
リ
ス
マ
ス
の
備
え

は
長
い
期
間
を
か
け
て
、
じ
っ
く
り

と
行
な
わ
れ
て
い
き
ま
す
。
心
と
体

を
整
え
な
が
ら
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト

の
誕
生
の
喜
び
を
待
ち
望
ん
で
い
く

の
で
す
。
良
き
ア
ド
ヴ
ェ
ン
ト
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
に
お
祈

り
し
て
お
り
ま
す
。

（
立
教
英
国
学
院
チ
ャ
プ
レ
ン
）
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教
会
に
は
小
学
生
の
頃
か
ら
通
い

始
め
、
幼
稚
園
・
中
高
・
大
学
も
キ

リ
ス
ト
教
の
学
校
で
過
ご
し
て
き
た

の
で
、
こ
れ
ま
で
様
々
な
礼
拝
に
参

加
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
そ
の
中

で
も
、
中
学
３
年
生
の
時
の
ク
リ
ス

マ
ス
の
思
い
出
に
つ
い
て
、
お
話
し

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
頃
、
私
は
松
蔭
中
学
校
に

通
っ
て
お
り
、
中
高
一
貫
校
で
高
校

受
験
が
な
か
っ
た
た
め
、
３
年
生
で

す
が
の
び
の
び
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
学
３
年
生
の
ク
リ
ス
マ
ス
、

当
時
、
新
潟
県
の
赤
倉
で
行
わ
れ
て

い
た
、
松
蔭
中
高
主
催
の
ス
キ
ー

キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
ス
キ
ー
キ
ャ
ン
プ
は
、
私
の
在

学
中
は
毎
年
、
ク
リ
ス
マ
ス
を
挟
ん

で
前
期
・
後
期
の
２
部
に
分
け
て
行

わ
れ
て
お
り
、
中
学
１
年
か
ら
高
校

３
年
ま
で
の
希
望
者
が
松
蔭
の
赤
倉

寮
に
宿
泊
し
て
ス
キ
ー
を
楽
し
む
と

い
う
も
の
で
し
た
。
私
は
中
学
３
年

の
修
学
旅
行
が
ス
キ
ー
旅
行
で
し
た

の
で
、
そ
の
練
習
を
す
る
た
め
に
友

人
と
参
加
し
た
の
で
す
が
、
そ
こ
で

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
は
な
い
友
人
と
ク

リ
ス
マ
ス
当
日
に
礼
拝
を
し
、
お
祝

い
す
る
と
い
う
貴
重
な
経
験
が
で
き

ま
し
た
。

　

い
つ
も
の
教
会
の
礼
拝
は
、
ほ
ぼ

全
員
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
す
が
、
学
校

行
事
の
礼
拝
と
な
る
と
、
全
員
が
ク

リ
ス
チ
ャ
ン
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ク
リ
ス
マ
ス
当
日
を
挟
む

た
め
、
む
し
ろ
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
参

加
率
は
低
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
い
つ
も
の
礼
拝
堂
と
は
違
う 

雪
に
閉
ざ
さ
れ
た
赤
倉
寮
で
、
ク
リ

ス
チ
ャ
ン
で
な
い
友
人
と
ク
リ
ス
マ

ス
礼
拝
の
時
を
持
つ
こ
と
、
キ
ャ
ン

ド
ル
ラ
イ
ト
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
交
換
を

し
て
親
睦
を
深
め
る
こ
と
は
、
私
に

と
っ
て
、
と
て
も
新
鮮
な
こ
と
で
し

た
。

　

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
な
い
方
に
は
、

礼
拝
の
時
間
は
退
屈
だ
っ
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
し
、
学
校
の
礼
拝
の
時
間

に
参
加
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
ク

リ
ス
マ
ス
当
日
に
礼
拝
を
す
る
こ
と

は
な
い
で
し
ょ
う
。
同
じ
キ
リ
ス
ト

教
の
学
校
に
通
っ
て
い
な
け
れ
ば
、

こ
の
キ
ャ
ン
プ
が
な
け
れ
ば
、
こ
の

キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
な
け
れ
ば
、
集

え
な
か
っ
た
メ
ン
バ
ー
と
共
に
祈
る

こ
と
が
で
き
た
こ
と
。
そ
れ
は
一
期

一
会
の
体
験
で
あ
り
、
と
て
も
楽
し

い
思
い
出
で
す
。
松
蔭
の
赤
倉
寮
は

な
く
な
る
そ
う
で
す
が
、
こ
の
時
、

赤
倉
寮
で
よ
い
思
い
出
を
つ
く
る
こ

と
が
で
き
、
本
当
に
良
か
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
、
も
う
す
ぐ
ク
リ
ス
マ
ス

が
や
っ
て
き
ま
す
。
普
段
の
礼
拝
よ

り
も
、
た
く
さ
ん
の
方
と
共
に
祈
り

の
時
を
も
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今

年
の
ク
リ
ス
マ
ス
は
ど
ん
な
方
々
と

一
緒
に
お
祝
い
で
き
る
の
か
。
ど
ん

な
祈
り
の
時
を
持
て
る
の
だ
ろ
う
か
。

そ
ん
な
こ
と
を
楽
し
み
に
、
ま
た
、

た
く
さ
ん
の
方
と
共
に
お
祝
い
で
き

る
こ
と
に
感
謝
し
て
、
ク
リ
ス
マ
ス

の
時
を
迎
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
神
戸
聖
ミ
カ
エ
ル
教
会
）

　

ク
リ
ス
マ
ス
に
ま
つ
わ
る
思
い
出

を
振
り
返
っ
た
時
、
い
く
つ
か
の

シ
ー
ン
が
頭
の
中
に
甦
り
ま
す
。
高

校
時
代
は
、
同
じ
教
会
の
同
世
代
と

の
ク
リ
ス
マ
ス
祝
会
が
本
当
に
楽
し

み
で
し
た
。
別
に
何
か
特
別
な
催
し

が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
が
、

ケ
ー
キ
や
お
や
つ
を
つ
ま
み
な
が
ら

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
た
記
憶
が
あ

り
ま
す
。
大
学
時
代
は
毎
年
神
戸
聖

ミ
カ
エ
ル
教
会
の
ク
リ
ス
マ
ス
深
夜

ミ
サ
に
出
席
し
、
夜
遅
く
ま
で
近
隣

教
会
の
青
年
会
の
メ
ン
バ
ー
が
ミ
カ

エ
ル
教
会
に
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

中
高
生
大
会
（
神
戸
教
区
主
催
の
中

高
生
キ
ャ
ン
プ
）
の
フ
リ
ー
ト
ー
ク

の
再
現
さ
な
が
ら
に
語
り
（
飲

み
？
）
明
か
し
、
そ
の
ま
ま
倒
れ
こ

む
よ
う
に
地
下
ホ
ー
ル
に
宿
泊
し
て

25
日
の
早
朝
聖
餐
式
に
フ
ラ
フ
ラ
な

状
態
で
出
席
す
る
、
と
い
う
今
か
ら

考
え
る
と
「
こ
れ
ぞ
若
気
の
至
り

‼
」
と
い
う
よ
う
な
状
態
が
飽
き
る

こ
と
な
く
毎
年
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
（
笑
）

　

こ
の
よ
う
に
ク
リ
ス
マ
ス
の
思
い

出
と
い
え
ば
、「
特
別
な
時
間
に
お

け
る
、
人
々
と
の
豊
か
な
交
わ
り
」

を
挙
げ
ら
れ
る
方
も
多
く
お
ら
れ
る

と
思
い
ま
す
が
、
私
に
は
忘
れ
る
こ

と
の
で
き
な
い
「
香
り
」
も
あ
り
ま

す
。

　

私
の
母
教
会
で
は
、
ク
リ
ス
マ

ス
・
イ
ブ
の
際
に
、
大
鍋
で
作
っ
た

「
コ
コ
ア
」
を
飲
む
と
い
う
習
慣
が

あ
り
ま
し
た
（
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る

と
、
毎
年
大
量
の
牛
乳
の
寄
贈
が

あ
っ
た
そ
う
で
す
）。
当
時
は
信
徒

有
志
の
方
々
（
ニ
コ
ラ
ス
・
ク
ラ

ブ
）
が
深
夜
ミ
サ
ま
で
の
時
間
で
教

会
近
隣
を
キ
ャ
ロ
リ
ン
グ
さ
れ
て
お

ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
帰
り
を
待
っ

て
い
る
間
、
温
め
ら
れ
た
コ
コ
ア
の

甘
い
香
り
が
教
会
の
小
さ
な
ホ
ー
ル

に
広
が
り
、
何
と
も
暖
か
い
雰
囲
気

に
包
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
幼
心
に
記

憶
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
今
で
も
コ

コ
ア
を
飲
む
と
当
時
の
ま
だ
小
さ

か
っ
た
教
会
の
ク
リ
ス
マ
ス
の
事
を

信
徒
の
方
々
の
事
と
と
も
に
懐
か
し

く
思
い
出
し
ま
す
。

　

時
代
は
移
り
変
わ
り
、
教
会
の
構

成
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
信
徒
も
年
々
変

化
し
て
い
く
中
で
、
残
念
な
が
ら
こ

う
し
た
伝
統
や
習
慣
も
少
し
ず
つ

減
っ
て
き
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
何
か
の
き
っ
か
け
で
、

い
つ
も
は
教
会
の
礼
拝
に
集
う
こ
と

の
出
来
な
い
方
や
、
遠
方
に
お
住
ま

い
の
方
が
久
々
に
ふ
ら
っ
と
母
教
会

の
ク
リ
ス
マ
ス
の
礼
拝
に
訪
れ
た
際
、

「
あ
あ
、
○
○
○
は
ま
だ
続
い
て
い

る
ん
だ
。
懐
か
し
い
な
」
と
思
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
伝
統
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
教
会
が
次
世
代
へ
の
遺
産
と

し
て
、
今
後
も
継
承
し
て
い
か
な
く

て
は
な
ら
な
い
財
産
だ
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。

（
神
戸
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会
）

思
い
出
の
ク
リ
ス
マ
ス

思
い
出
の
ク
リ
ス
マ
ス

「
共
に
集
い

　
　  
祈
る
こ
と
」

ヨ
シ
ュ
ア
　
﨏
田
　
直
文

ク
リ
ス
マ
ス
の
香
り
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山
諸
聖
徒
教
会
で
「
あ
し
な
が
東
日

本
大
震
災
遺
児
支
援
」
の
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
た
。

出
演
者
は
、
当
教
会
員
の
眞
田
真
理

絵
さ
ん
、
そ
し
て
、
中
桐
直
子
さ
ん
、

山
口
あ
け
み
さ
ん
、
行
武
宏
波
さ
ん
、

福
山
ス
ガ
ナ
ミ
楽
器
ゴ
ス
ペ
ル
グ

ル
ー
プ
、
な
み
☆
ゆ
り
。
約
１
４
０

名
の
方
々
が
集
ま
り
、
感
動
し
た
と

い
う
声
を
た
く
さ
ん
頂
き
、
盛
況
の

下
に
終
了
し
た
。

　

10
月
11
日
（
土
）、
呉
信
愛
教
会

で
広
島
伝
道
区
会
が
開
催
さ
れ
た
。

ま
た
伝
道
区
会
後
、
教
区
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
委
員
会
の
吉
谷
か
お
る
委
員
を

お
招
き
し
て
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止

研
修
会
が
行
わ
れ
た
。
様
々
な
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
、
ま
た
そ
れ
ら

の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
ど
の
よ
う
に
発

生
し
て
い
る
か
の
事
例
を
聞
き
な
が

ら
、
研
修
を
受
け
た
。
参
加
者
全
員

が
教
会
内
外
に
お
い
て
避
け
て
は
通

れ
な
い
こ
と
と
し
て
心
に
留
め
る
こ

と
が
で
き
た
。

◎
伝
道
区
信
徒
修
養
会

　

10
月
18
日
（
土
）
〜
19
日
（
日
）、

大
山
シ
ー
ハ
イ
ル
及
び
米
子
聖
ニ
コ

ラ
ス
教
会
で
山
陰
伝
道
区
信
徒
修
養

会
が
開
催
さ
れ
た
。
講
師
に
沖
縄
教

区
の
上
原
榮
正
主
教
を
お
迎
え
し
て
、

「
若
者
た
ち
へ
の
宣
教
並
び
に
各
家

庭
で
の
信
仰
の
継
承
」
の
テ
ー
マ
に

つ
い
て
講
話
を
聞
い
た
。
上
原
主
教

は
講
話
で
「
今
回
の
テ
ー
マ
は
全
て

の
教
会
の
課
題
で
あ
り
、
ま
ず
は
自

分
自
身
が
神
様
と
の
関
係
を
し
っ
か

り
持
つ
こ
と
、
そ
し
て
各
家
庭
で
も

祈
り
や
聖
書
を
共
に
読
む
こ
と
に

よ
っ
て
信
仰
を
継
承
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
い
か
」
と
自
ら
の
体

験
を
基
に
話
さ
れ
た
。
参
加
者
は
35

名
。

◎
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

　

10
月
25
日
（
土
）
15
時
か
ら
神
戸

聖
ミ
カ
エ
ル
大
聖
堂
で
パ
イ
プ
オ
ル

ガ
ン
奉
献
１
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

が
開
催
さ
れ
た
。
当
日
は
天
候
に
も

恵
ま
れ
、
約
１
５
０
名
の
方
々
が
コ

ン
サ
ー
ト
に
訪
れ
た
。
演
奏
者
は
、

教
区
招
聘
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
の
井
原
由

紀
姉
と
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
原
田

亮
子
氏
。

　

大
聖
堂
の
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
が
設

置
さ
れ
て
ち
ょ
う
ど
１
年
。
イ
ギ
リ

ス
生
ま
れ
の
大
聖
堂
パ
イ
プ
オ
ル
ガ

ン
は
、
日
本
の
四
季
を
経
験
し
て
、

日
本
慣
れ
し
た
よ
う
で
、
素
晴
ら
し

い
音
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
う
こ
と
が

で
き
た
。

鳩
だ
よ
り

鳩
だ
よ
り
《
敬
称
略
》

祝
　
　
聖
　
　
婚

ご
　
　
逝
　
　
去

教
　
籍
　
移
　
動

瀬
戸
内
伝
道
区

広
島
伝
道
区

山
陰
伝
道
区

神
戸
伝
道
区

１日
３日
３日
５日
６日
６日
10日
11日
12日
12日
15日
15日
17日
18日
19日
22日
25日
27日
27日
27日

司 祭
司　祭
司 祭
司　祭
伝道師
司 祭
司　祭
宣教師
司 祭
宣教師
司　祭
司 祭
司　祭
宣教師
司　祭
司 祭
司　祭
執 事
司 祭
伝道師

ウィリアム　グ　レ　イ
パウロ　辻井　　亨

横田　金熊
ステパノ　福島国五郎
ルデア　武田　八重
ヨシュア　小南　晶一

オーガスチン　林　普佐夫
ジェシー　ヴォールズ
ヨハネ　信岡　修吉
ステラ　ダブルデー
ヨハネ　寺本　房吉

中野　忠治
ヨハネ　八代欽之允
エセル　ヒ ュ ー ス
ペテロ　宇野秀太郎

オーガスチン　小林　貞治
大原　辰三
秋田　温人
松田　真澄
今村　　幸

日時　2015年１月８日（木）午前10：30
場所　神戸聖ミカエル大聖堂
司式　主教　中村　　豊
説教　司祭　原田　佳城

1月の教区関係教役者　逝去記念聖餐式

＊１月の記念逝去教役者＊

10
月
4
日
（
土
）

　

ソ
フ
ィ
ー　

水　

野　

真
由
子

　
　
　
　
　
　

縫　
　
　

広　

樹

高
知
聖
パ
ウ
ロ
教
会

９
月
11
日
（
木
）

　

メ　
　

イ　

杉　

原　

や
す
の

岡
山
聖
オ
ー
ガ
ス
チ
ン
教
会

10
月
5
日
（
日
）

　

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　

太　

田　

清　

香

　

北
海
道
教
区

　

聖
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
教
会
よ
り

神
戸
聖
ミ
カ
エ
ル
教
会
へ

◎
福
山
諸
聖
徒
教
会

　

９
月
21
日
（
日
）
14
時
よ
り
、
福

英
国
の
ア
ド
ヴ
ェ
ン
ト

　

キ
リ
ス
ト
教
に
は
教
会
暦
と
呼
ば

れ
る
カ
レ
ン
ダ
ー
が
あ
り
ま
す
が
、

今
年
は
十
一
月
三
十
日
か
ら
キ
リ
ス

ト
の
誕
生
を
待
ち
望
む
降
臨
節
・
ア

ド
ヴ
ェ
ン
ト
に
入
り
ま
す
。

　

英
国
で
は
ク
リ
ス
マ
ス
は
一
年
の

中
で
も
大
切
な
祝
日
で
、
か
な
り
早

い
時
期
か
ら
ク
リ
ス
マ
ス
へ
の
準
備

が
始
ま
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
英
国
の

伝
統
的
な
ア
ド
ヴ
ェ
ン
ト
の
過
ご
し

方
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
ク
リ
ス
マ
ス

に
向
け
て
の
食
事
の
準
備

で
す
。
ア
ド
ヴ
ェ
ン
ト
に

入
る
前
の
十
月
の
終
わ
り

頃
か
ら
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー

キ
を
作
り
始
め
ま
す
。
そ

し
て
、
出
来
上
が
っ
た
ケ

ー
キ
に
毎
日
曜
日
ご
と
に

穴
を
開
け
て
ブ
ラ
ン
デ
ー

な
ど
の
酒
類
を
注
ぎ
込
ん

で
染
み
込
ま
せ
て
い
き
ま

す
。
ク
リ
ス
マ
ス
前
に
は

時
間
を
か
け
て
メ
イ
ン
料

理
を
作
る
た
め
、
デ
ザ
ー
ト
類
は
早

め
に
作
る
必
要
が
あ
る
よ
う
で
す
。

そ
の
後
、
ア
ド
ヴ
ェ
ン
ト
前
週
の
日

曜
日
に
ク
リ
ス
マ
ス
・
プ
デ
ィ
ン
グ

を
作
り
ま
す
。
プ
デ
ィ
ン
グ
は
牛

乳
・
鶏
卵
・
砂
糖
を
主
材
料
と
し
、

香
料
を
加
え
て
型
に
入
れ
、
蒸
し
焼

き
に
し
た
菓
子
で
す
が
、
ビ
ー
ル
や

ウ
ィ
ス
キ
ー
を
注
い
だ
プ
デ
ィ
ン
グ

を
作
り
保
存
し
て
お
き
ま
す
。

　

ア
ド
ヴ
ェ
ン
ト
に
入
る
と
、
ク
リ

ス
マ
ス
ま
で
の
一
日
一
日
を
カ
ウ
ン

ト
し
て
い
け
る
よ
う
な
カ
レ
ン
ダ
ー

を
作
り
ま
す
。
昨
年
の
ア
ド
ヴ
ェ
ン

ト
で
は
教
会
の
日
曜
学
校
で
子
供
た

ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー
が
配
ら
れ
ま
し
た
。

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
付
き
の
も
の
で
、
毎

日
一
個
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
食
べ
な

が
ら
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
き
ま
す
。
そ

し
て
、
大
き
な
鶏
肉
の
準
備
。
鳥
の

お
腹
の
中
に
ハ
ー
ブ
や
ポ
テ
ト
を
詰

め
込
む
作
業
や
ブ
レ
ッ
ト
ソ
ー
ス
を

作
っ
た
り
、
ス
パ
イ
ス
の
効
い
た
赤

キ
ャ
ベ
ツ
料
理
の
準
備
を
し
ま
す
。

　

食
事
面
以
外
で
は
日
本
で
も
お
な

じ
み
の
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
で
す
。

ク
リ
ス
マ
ス
の
２
週
間
前
に

ツ
リ
ー
を
準
備
し
ま
す
。
ツ

リ
ー
の
た
め
の
木
を
販
売
し

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す

が
、
少
し
ず
つ
綺
麗
に
し
て

い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
ク
リ

ス
マ
ス
・
イ
ヴ
の
深
夜
、

「
キ
リ
ス
ト
は
こ
の
世
の

光
」
と
言
っ
て
ツ
リ
ー
に
灯

り
を
つ
け
る
の
が
本
来
の
や

り
方
だ
そ
う
で
す
。
ま
た
、

ア
ド
ヴ
ェ
ン
ト
の
間
、
食
卓

に
は
大
き
く
て
太
い
蝋
燭
を

置
き
ま
す
。
ア
ド
ヴ
ェ
ン
ト
の
期
間
、

毎
日
こ
の
蝋
燭
に
火
を
灯
し
、
少
し

ず
つ
減
っ
て
行
く
蝋
燭
を
見
つ
め
な

が
ら
、
ク
リ
ス
マ
ス
を
待
ち
望
む
の

で
す
。
英
国
の
ク
リ
ス
マ
ス
の
備
え

は
長
い
期
間
を
か
け
て
、
じ
っ
く
り

と
行
な
わ
れ
て
い
き
ま
す
。
心
と
体

を
整
え
な
が
ら
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト

の
誕
生
の
喜
び
を
待
ち
望
ん
で
い
く

の
で
す
。
良
き
ア
ド
ヴ
ェ
ン
ト
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
に
お
祈

り
し
て
お
り
ま
す
。

（
立
教
英
国
学
院
チ
ャ
プ
レ
ン
）

英 国 通 信 Ⅴ英 国 通 信 Ⅴ
司祭 ダビデ 林 和広司祭 ダビデ 林 和広司祭 ダビデ 林 和広司祭 ダビデ 林 和広

英 国 通 信 Ⅴ英 国 通 信 Ⅴ

ア
グ
ネ
ス
　
檜
山
　
由
佳

　

教
会
に
は
小
学
生
の
頃
か
ら
通
い

始
め
、
幼
稚
園
・
中
高
・
大
学
も
キ

リ
ス
ト
教
の
学
校
で
過
ご
し
て
き
た

の
で
、
こ
れ
ま
で
様
々
な
礼
拝
に
参

加
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
そ
の
中

で
も
、
中
学
３
年
生
の
時
の
ク
リ
ス

マ
ス
の
思
い
出
に
つ
い
て
、
お
話
し

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
頃
、
私
は
松
蔭
中
学
校
に

通
っ
て
お
り
、
中
高
一
貫
校
で
高
校

受
験
が
な
か
っ
た
た
め
、
３
年
生
で

す
が
の
び
の
び
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
学
３
年
生
の
ク
リ
ス
マ
ス
、

当
時
、
新
潟
県
の
赤
倉
で
行
わ
れ
て

い
た
、
松
蔭
中
高
主
催
の
ス
キ
ー

キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
ス
キ
ー
キ
ャ
ン
プ
は
、
私
の
在

学
中
は
毎
年
、
ク
リ
ス
マ
ス
を
挟
ん

で
前
期
・
後
期
の
２
部
に
分
け
て
行

わ
れ
て
お
り
、
中
学
１
年
か
ら
高
校

３
年
ま
で
の
希
望
者
が
松
蔭
の
赤
倉

寮
に
宿
泊
し
て
ス
キ
ー
を
楽
し
む
と

い
う
も
の
で
し
た
。
私
は
中
学
３
年

の
修
学
旅
行
が
ス
キ
ー
旅
行
で
し
た

の
で
、
そ
の
練
習
を
す
る
た
め
に
友

人
と
参
加
し
た
の
で
す
が
、
そ
こ
で

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
は
な
い
友
人
と
ク

リ
ス
マ
ス
当
日
に
礼
拝
を
し
、
お
祝

い
す
る
と
い
う
貴
重
な
経
験
が
で
き

ま
し
た
。

　

い
つ
も
の
教
会
の
礼
拝
は
、
ほ
ぼ

全
員
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
す
が
、
学
校

行
事
の
礼
拝
と
な
る
と
、
全
員
が
ク

リ
ス
チ
ャ
ン
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ク
リ
ス
マ
ス
当
日
を
挟
む

た
め
、
む
し
ろ
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
参

加
率
は
低
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
い
つ
も
の
礼
拝
堂
と
は
違
う 

雪
に
閉
ざ
さ
れ
た
赤
倉
寮
で
、
ク
リ

ス
チ
ャ
ン
で
な
い
友
人
と
ク
リ
ス
マ

ス
礼
拝
の
時
を
持
つ
こ
と
、
キ
ャ
ン

ド
ル
ラ
イ
ト
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
交
換
を

し
て
親
睦
を
深
め
る
こ
と
は
、
私
に

と
っ
て
、
と
て
も
新
鮮
な
こ
と
で
し

た
。

　

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
な
い
方
に
は
、

礼
拝
の
時
間
は
退
屈
だ
っ
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
し
、
学
校
の
礼
拝
の
時
間

に
参
加
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
ク

リ
ス
マ
ス
当
日
に
礼
拝
を
す
る
こ
と

は
な
い
で
し
ょ
う
。
同
じ
キ
リ
ス
ト

教
の
学
校
に
通
っ
て
い
な
け
れ
ば
、

こ
の
キ
ャ
ン
プ
が
な
け
れ
ば
、
こ
の

キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
な
け
れ
ば
、
集

え
な
か
っ
た
メ
ン
バ
ー
と
共
に
祈
る

こ
と
が
で
き
た
こ
と
。
そ
れ
は
一
期

一
会
の
体
験
で
あ
り
、
と
て
も
楽
し

い
思
い
出
で
す
。
松
蔭
の
赤
倉
寮
は

な
く
な
る
そ
う
で
す
が
、
こ
の
時
、

赤
倉
寮
で
よ
い
思
い
出
を
つ
く
る
こ

と
が
で
き
、
本
当
に
良
か
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
、
も
う
す
ぐ
ク
リ
ス
マ
ス

が
や
っ
て
き
ま
す
。
普
段
の
礼
拝
よ

り
も
、
た
く
さ
ん
の
方
と
共
に
祈
り

の
時
を
も
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今

年
の
ク
リ
ス
マ
ス
は
ど
ん
な
方
々
と

一
緒
に
お
祝
い
で
き
る
の
か
。
ど
ん

な
祈
り
の
時
を
持
て
る
の
だ
ろ
う
か
。

そ
ん
な
こ
と
を
楽
し
み
に
、
ま
た
、

た
く
さ
ん
の
方
と
共
に
お
祝
い
で
き

る
こ
と
に
感
謝
し
て
、
ク
リ
ス
マ
ス

の
時
を
迎
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
神
戸
聖
ミ
カ
エ
ル
教
会
）

　

ク
リ
ス
マ
ス
に
ま
つ
わ
る
思
い
出

を
振
り
返
っ
た
時
、
い
く
つ
か
の

シ
ー
ン
が
頭
の
中
に
甦
り
ま
す
。
高

校
時
代
は
、
同
じ
教
会
の
同
世
代
と

の
ク
リ
ス
マ
ス
祝
会
が
本
当
に
楽
し

み
で
し
た
。
別
に
何
か
特
別
な
催
し

が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
が
、

ケ
ー
キ
や
お
や
つ
を
つ
ま
み
な
が
ら

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
た
記
憶
が
あ

り
ま
す
。
大
学
時
代
は
毎
年
神
戸
聖

ミ
カ
エ
ル
教
会
の
ク
リ
ス
マ
ス
深
夜

ミ
サ
に
出
席
し
、
夜
遅
く
ま
で
近
隣

教
会
の
青
年
会
の
メ
ン
バ
ー
が
ミ
カ

エ
ル
教
会
に
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

中
高
生
大
会
（
神
戸
教
区
主
催
の
中

高
生
キ
ャ
ン
プ
）
の
フ
リ
ー
ト
ー
ク

の
再
現
さ
な
が
ら
に
語
り
（
飲

み
？
）
明
か
し
、
そ
の
ま
ま
倒
れ
こ

む
よ
う
に
地
下
ホ
ー
ル
に
宿
泊
し
て

25
日
の
早
朝
聖
餐
式
に
フ
ラ
フ
ラ
な

状
態
で
出
席
す
る
、
と
い
う
今
か
ら

考
え
る
と
「
こ
れ
ぞ
若
気
の
至
り

‼
」
と
い
う
よ
う
な
状
態
が
飽
き
る

こ
と
な
く
毎
年
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
（
笑
）

　

こ
の
よ
う
に
ク
リ
ス
マ
ス
の
思
い

出
と
い
え
ば
、「
特
別
な
時
間
に
お

け
る
、
人
々
と
の
豊
か
な
交
わ
り
」

を
挙
げ
ら
れ
る
方
も
多
く
お
ら
れ
る

と
思
い
ま
す
が
、
私
に
は
忘
れ
る
こ

と
の
で
き
な
い
「
香
り
」
も
あ
り
ま

す
。

　

私
の
母
教
会
で
は
、
ク
リ
ス
マ

ス
・
イ
ブ
の
際
に
、
大
鍋
で
作
っ
た

「
コ
コ
ア
」
を
飲
む
と
い
う
習
慣
が

あ
り
ま
し
た
（
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る

と
、
毎
年
大
量
の
牛
乳
の
寄
贈
が

あ
っ
た
そ
う
で
す
）。
当
時
は
信
徒

有
志
の
方
々
（
ニ
コ
ラ
ス
・
ク
ラ

ブ
）
が
深
夜
ミ
サ
ま
で
の
時
間
で
教

会
近
隣
を
キ
ャ
ロ
リ
ン
グ
さ
れ
て
お

ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
帰
り
を
待
っ

て
い
る
間
、
温
め
ら
れ
た
コ
コ
ア
の

甘
い
香
り
が
教
会
の
小
さ
な
ホ
ー
ル

に
広
が
り
、
何
と
も
暖
か
い
雰
囲
気

に
包
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
幼
心
に
記

憶
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
今
で
も
コ

コ
ア
を
飲
む
と
当
時
の
ま
だ
小
さ

か
っ
た
教
会
の
ク
リ
ス
マ
ス
の
事
を

信
徒
の
方
々
の
事
と
と
も
に
懐
か
し

く
思
い
出
し
ま
す
。

　

時
代
は
移
り
変
わ
り
、
教
会
の
構

成
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
信
徒
も
年
々
変

化
し
て
い
く
中
で
、
残
念
な
が
ら
こ

う
し
た
伝
統
や
習
慣
も
少
し
ず
つ

減
っ
て
き
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
何
か
の
き
っ
か
け
で
、

い
つ
も
は
教
会
の
礼
拝
に
集
う
こ
と

の
出
来
な
い
方
や
、
遠
方
に
お
住
ま

い
の
方
が
久
々
に
ふ
ら
っ
と
母
教
会

の
ク
リ
ス
マ
ス
の
礼
拝
に
訪
れ
た
際
、

「
あ
あ
、
○
○
○
は
ま
だ
続
い
て
い

る
ん
だ
。
懐
か
し
い
な
」
と
思
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
伝
統
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
教
会
が
次
世
代
へ
の
遺
産
と

し
て
、
今
後
も
継
承
し
て
い
か
な
く

て
は
な
ら
な
い
財
産
だ
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。

（
神
戸
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会
）

思
い
出
の
ク
リ
ス
マ
ス

思
い
出
の
ク
リ
ス
マ
ス

「
共
に
集
い

　
　  

祈
る
こ
と
」

ヨ
シ
ュ
ア
　
﨏
田
　
直
文

ク
リ
ス
マ
ス
の
香
り
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主
教　

ア
ン
デ
レ
　
中
　
村
　
　
　
豊
　

あ
な
た
が
た
へ
の
し
る
し

あ
な
た
が
た
へ
の
し
る
し

　

初
め
て
私
が
ホ
ワ
イ
ト
ク
リ
ス

マ
ス
を
体
験
し
た
の
は
、
ロ
ン
ド

ン
北
、
ス
タ
ン
モ
ア
と
い
う
と
こ

ろ
で
し
た
。
相
当
昔
の
話
で
す
。

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
の
夕
方
、突
然
、

雪
が
降
り
始
め
、
深
夜
礼
拝
が
行

わ
れ
る
頃
に
は
三
十
セ
ン
チ
ぐ
ら

い
の
積
雪
と
な
り
ま
し
た
。
牧
師

館
の
ド
ア
を
開
け
、
そ
こ
か
ら
見

た
聖
ロ
ー
レ
ン
ス
教
会
を
眺
め
ま

す
と
、
そ
れ
は
、
子
ど
も
の
頃
に

夢
で
描
い
た
の
と
同
じ
も
の
で
し

た
。

　

教
会
の
ク
リ
ス
マ
ス
行
事
が
す

べ
て
終
わ
り
、「
ボ
ク
シ
ン
グ
・

デ
ー
」と
よ
ぶ
二
十
六
日
の
祝
日
、

聖
ロ
ー
レ
ン
ス
教
会
の
牧
師
が
私

を
ロ
ン
ド
ン
動
物
園
に
連
れ
て
行

っ
て
く
れ

る
と
い
う

こ
と
で

す
。
家
族

全
員
が
車

に
乗
り
込

み
動
き
出

し
ま
し
た

が
、
道
路

に
は
相
当

雪
が
積
も

っ
て
お
り
、
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し

な
が
ら
交
差
点
に
さ
し
か
か
っ
た

と
こ
ろ
、
突
然
、
左
方
向
か
ら
速

度
を
下
げ
ず
に
車
が
突
っ
込
ん
で

き
て
、
私
た
ち
の
車
の
左
側
前
方

に
ぶ
つ
か
り
ま
し
た
。
車
が
右
に

急
回
転
し
た
と
こ
ろ
で
、
私
の
記

憶
は
途
絶
え
ま
し
た
。
数
秒
た
っ

て
意
識
が
戻
り
、
前
方
を
見
ま
す

と
、
車
の
ボ
ン
ネ
ッ
ト
が
ま
く
れ

上
が
っ
て
ラ
ジ
エ
タ
ー
が
壊
れ
、

そ
こ
か
ら
水
蒸
気
が
吹
き
上
が
っ

て
お
り
ま
し
た
。
ど
こ
で
頭
を
打

っ
た
の
か
、
た
ん
こ
ぶ
が
で
き
た

以
外
に
、
異
常
は
見
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
。
同
乗
者
も
さ
し
た
る
怪
我

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
一
安

心
し
、
動
物
園
を
あ
き
ら
め
、
私

た
ち
は
と
ぼ
と
ぼ
と
歩
き
な
が
ら

牧
師
館
ま
で
引
き
返
し
ま
し
た
。

相
手
の
右
パ
ン
チ
が
見
事
、
左
顔

面
に
ヒ
ッ
ト
し
て
、
回
転
し
な
が

ら
倒
れ
て
し
ま
っ
た
と
形
容
で
き

る
出
来
事
が
ボ
ク
シ
ン
グ
・
デ
ー

に
お
こ
り
ま
し
た
。

　

本
当
の
こ
と
を
い
え
ば
、
こ
の

日
は
拳
闘
の
ボ
ク
シ
ン
グ
と
は
何

ら
関
係
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ボ
ク
シ

ン
グ
の
ボ
ッ
ク
ス
は
箱
を
意
味

し
、
そ
の
な
か
に
貯
め
た
お
金
を

困
っ
て
い
る
人
た
ち
に
差
し
上
げ

る
日
で
あ
っ
た
の
で
す
。

　

年
末
、
神
戸
大
丸
の
正
面
玄
関

前
に
は
、「
社
会
鍋
」が
置
か
れ
、救

世
軍
の
人
た
ち
が
道
行
く
人
た
ち

に
献
金
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

「
社
会
鍋
」は
元
「々C

hristm
as 

K
ettle

（
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ト
ル
）」

と
よ
ば
れ
、
十
九
世
紀
後
半
、
不

景
気
に
見
舞
わ
れ
た
ア
メ
リ
カ
の

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
開
始
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　

イ
エ
ス
が
生
ま
れ
た
時
、
星
の

し
る
し
を
見
て
東
の
国
か
ら
は
る

ば
る
砂
漠
を
越
え
て
や
っ
て
き
た

占
星
術
の
学
者
た
ち
は
、
黄
金
、

乳
香
、
没
薬
を
献
げ
ま
し
た
。
ベ

ツ
レ
ヘ
ム
郊
外
で
夜
、
羊
の
番
を

し
て
い
た
羊
飼
い
は
、
天
使
の
み

告
げ
に
よ
っ
て
家
畜
小
屋
を
探
し

当
て
、
誕
生
を
祝
福
し
ま
し
た
。

占
星
術
の
学
者
と
羊
飼
い
は
、
職

業
や
社
会
的
地
位
が
全
く
異
な
り

ま
す
。
占
星
術
の
学
者
は
、
お
金

持
ち
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
一
方
、
羊
飼
い
た
ち
は
誕
生

日
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て
、
野
原
で

天
使
た
ち
が
現
れ
て
か
ら
誕
生
の

場
所
に
至
る
ま
で
の
物
語
を
マ
リ

ア
と
ヨ
セ
フ
に
語
り
ま
し
た
。
両

者
に
共
通
す
る
点
は
、
イ
エ
ス
を

産
ん
だ
マ
リ
ア
、
ヨ
セ
フ
と
は
初

対
面
で
あ
っ
た
こ
と
で
す
。

　

様
々
な
理
由
で
、
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
買
う
お
金
の
な
い
人
た
ち
、
誰

か
ら
も
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
貰
え
な
い

人
た
ち
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
あ
げ
る

相
手
が
い
な
い
人
た
ち
は
、
ど
の

よ
う
な
思
い
で
ク
リ
ス
マ
ス
を
過

ご
す
の
で
し
ょ
う
か
。
占
星
術
の

学
者
が
見
た
、
輝
く
星
に
象
徴
さ

れ
る
自
然
現
象
と
か
、
天
使
が
羊

飼
い
の
心
に
訴
え
か
け
て
き
た
そ

の
声
は
、
困
窮
下
に
あ
る
人
た
ち

が
発
す
る
し
る
し
と
し
て
捕
ら
え

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
サ
イ

ン
を
憐
れ
み
の
心
で
し
っ
か
り
と

受
け
と
め
、
そ
の
人
た
ち
と
共
に

在
る
こ
と
を
通
し
て
、
神
が
望
む

平
和
が
実
現
す
る
の
で
す
。

「
地
に
は
平
和
、
御
心
に
適
う
人

に
あ
れ
」（
ル
カ
二
章
一
四
節
）

（
神
戸
教
区
主
教
）

ボ
ク
シ
ン
グ
の
日
っ
て
何

共
に
あ
る
喜
び

執事　リチャード　池　澤　隆　輝

「羊飼いの礼拝」ブロンズィーノ作

　今年もクリスマスがやってきま
す。サンタクロースなんてとっく
に忘れてしまったという人にも、
クリスマスといえば、「プレゼン
ト」「ケーキ」「ツリー」といっ
た、心が楽しくなるイメージが浮
かんでくるでしょう。サンタクロ
ースはもう、いなくなってしまっ
たかもしれませんが、今では、恋
人がサンタクロースになり、ある
いは、こんどは自分がサンタクロ
ースになって、子どもたちや大切
な人に夢や喜びを与える立場にな
っている人も多いことでしょう。
あるいはそんな自分にとって、家
族の存在がなによりのプレゼント
であるかもしれません。姿を変え、
かたちを変えて、サンタクロース
は今も、わたしたちの身近に生き
ています。

コカ・コーラの戦略?!
　そんなサンタクロースのルーツ
は、北欧のフィンランドと言われ
ています。トナカイに曳かれてソ
リに乗る姿が、北欧の先住民の生
活に似ていたようです。けれど、
あの赤い服、ソリとトナカイとい
った姿そのものは、アメリカで生
まれたものだそうで、北欧という
出身がむしろ後付けとか。赤い服
については、コカ・コーラ社が自
社の企業イメージを広めるために、
サンタクロースに着せたという都
市伝説まであります。サンタクロ

ースのモデルは、ニコラスという
聖人ですが、この聖人を祝う習慣
をアメリカに持ち込んだのはオラ
ンダ移民だったそうです。そして、
聖ニコラス自身は、今はイスラム
国家となっているトルコに生きて
いた聖人です。トルコ出身の聖人
が、全ヨーロッパで祝われていた
のが、宗教改革で廃れ、どういう
わけかプロテスタントのオランダ
でお祭りが残り、アメリカに伝わ
った後、どういうわけか赤い服を
着て、ソリに乗ってトナカイを従
えるようになったというわけです。

聖ニコラスが、貧しく奴隷として
売られそうになった姉妹を救うた
めに、姉妹の家にこっそり銀貨を
投げ入れたのは本当です。伝承が
伝わるなかで、銀貨はプレゼント
となり、プレゼントは親から子へ、
特にヨーロッパでは子からも親へ
贈り合うものへと変わり、アメリ
カに至って国民の年間消費活動の
4分の1を占めるまでになる、一
大商業習慣へと変貌しました。

わたしたちのクリスマス
　さて、わたしたちの日本はどう
でしょう。クリスマスはキリスト

のご降誕をお祝いするお祭りです
から、ヨーロッパではイエス、マ
リア、ヨセフの聖家族にならって、
家族でつつましくお迎えするのが
一般的ですが、日本では恋人と過
ごす季節となり、クリスマスまで
に彼女・彼氏ができるかどうかが
若い人びとの関心事となっていな
いでしょうか。もちろん、日本に
は日本の受容のしかたがあってい
いと思います。「クリスマス」
「ケーキ」「ツリー」この言葉で、
日本人のわたしたちの心も嬉しく
なってきて、踊るような気持ちに
なれるには違いありません。そこ
にたとえキリストがいなくても。
けれど、クリスマスを教会で過ご
すわたしの実感では、イヴの晩の
教会にカップルで礼拝に来ている
人は少なからずいます。将来のマ
リアとヨセフが、はじめて踏み入
れる教会のイヴ礼拝で、どんなメ
ッセージを受け取って帰っていく
のか。その背中を見つめながら、
わたしもこの夜、わたしたちの住
む世界に小さな子どもの姿で宿ら
れたイエス様を思い浮かべます。
このイエス様こそ、神である父が
わたしたちにくださる、最高のプ
レゼントです。願わくば、このプ
レゼントが、もっとも冷たく寂し
い心を抱える人びとへ届くように
祈りながら。
（神戸国際大学附属高等学校

チャプレン）

クリスマス ～人がサンタクロースになる日～

主な訪問先：ワルシャワ、クラクフ、チェンストホーヴァ、
　　　　　　アウシュヴィッツ、ザコバネ、ヴァドヴィーツェ など
費用の目安：約298,000円
　　　　　　　（二人部屋、燃油付加運賃、各国空港施設使用料、空港税含む）
団　　　長：池長　潤　カトリック大司教
副　団　長：中村　豊　主教

神戸バイブルハウス主催

ポーランド巡礼の旅 10日間
聖ヨハネ･パウロ2世のふるさとを訪ねる旅

参加者募集

2015年5月11日（月）～20日（水）　定員80人

神戸バイブルハウス TEL 078-252-1966

どうぞ、教会のクリスマスへお越しください。

問い合わせ


